
共同代表理事 武政 祐 杉野 瞳
事務局・理事 小島 子奈宜
理事 男澤 誠 橋本 美奈子
監事 竹内 直樹

正会員数（個人） ：45名
賛助会員数（企業・団体）：１０７社
ボランティアサポーター：48名

←２024年度 アニュアルレポート

■交流・連携事業

■メディア事業

学校に合わせたキャリア教育プログラムの企画・運営サポート

地域の若者たちへ仕事体験・社会人との交流の機会を提供

↓

自分自身に向き合い、キャリア（生きる・働く）を考えるきっかけづくり

■体験事業



アスリードが取り組む「社会課題」



“キャリア教育”で、若者たちの“生き抜く力”を育む

『みらい百花』

色々な仕事・キャリアについて
知る・学ぶ

県内240校 43,500部へ発行 掲載：40社

『みらいｔeacher』

色々な仕事を体験する
働く大人と対話する

県内17校 参加生徒：3,577名 参加企業：のべ２６９社



受講後の生徒の変化

「自分の将来」や「社会に出て働いていく」ということについて、どう感じましたか？(n=1,934)

【受講前】 不安/どちらかというと不安

「失敗したらどうしよう」という気持ちがある。

親の姿を見ている中で社会に出て働くことが容易
ではないことは分かっていたので、それに対し不
安がある。

まだやりたいことや将来のことも考えていなかっ
たし社会に出て働くというのにイメージがない。

まだ明確な目標がなく、自分がきちんとした大人
になれるのか不安。

【受講後】 前向き/どちらかというと前向き

社会に出て働いていく上でどんなことが大切か、仕事の
やりがいを教えてもらって自分に自信がついた気がする。

皆さん誇りを持って働いていて、手を抜いたりしなければ
嫌になるような大変なこともほとんど起きないと分かっ
たから。

講話で「はじめから無理だと言わない」というのを聞いて
自分に響いたから。

社会人の方たちも自分が中学生の時に特に夢がなかった。
と言っていて自分だけじゃないんだなと思えたし、焦らず
じっくり考えようと思えたから。

令和４年度第３回よこはま夢ファンド登録団体助成事業 令和4年度 『みらいteacher』アンケート調査報告書

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それを目の当たりにしての自分の想い・経験など…



キャリア教育と地域の“関わり”

『みらい百花』

県内240校 43,500部へ発行 掲載：40社

みらいｔeacher

県内17校 参加生徒：3,577名 参加企業：のべ２６９社

企業：取材協力（掲載）・デザイン・印刷・配送 企業：登壇・「課題」提供

地域：制作協力（取材・制作・編集） 地域：企画・運営・ファシリテーター



“キャリア教育”には、地域との“協働”が必要

『みらい百花』

県内240校 43,500部へ発行 掲載：40社

みらいｔeacher

県内17校 参加生徒：3,577名 参加企業：のべ２６９社

企業：取材協力（掲載）・デザイン・印刷・配送

地域：制作協力（取材・制作・編集）

企業：登壇・「課題」提供

地域：企画・運営・ファシリテーター

業種や職種、働き方…
一つでも多く、若者たちの

未来の選択肢を
広げたい

一人でも多くの生徒に
将来を考える機会を

提供したい



若者たちの“生き抜く力”を育む活動に伴走する多種多様な地域企業（107社）



企業の方々が“キャリア教育支援”に参画する理由＝“共感ポイント”
令和7年 賛助会員（若者みらいサポーター） ヒアリング





アスリードが今後広げたい“協働”と“連携”

正会員（個人）：
運営メンバー増強

若者みらいサポーター（企業）：
登壇・取材の業種・職種増

ボランティアサポーター：
生徒に寄り添うファシリテーター増強

民間企業・団体等：
今はまだない“連携”の模索

マンスリーサポーター：
応援の“輪”を広げたい

行政・大学等：
産学連携・研究・政策提言へ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ご関心お持ちの企業様…どのような関わり方ができるか、ぜひ一緒に考えさせていただきたい。お声掛けください
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ご清聴ありがとうございました！

「若者たちの未来を応援したい」

という想いをお持ちの企業・地域の皆さま、

ぜひお声掛けください。
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